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素晴らしい展望と眺望
ドイツでも有数の活気あふれる街ーライプツィヒ。伝統とダイナミズム、ザクセン地
方の温かい気質とハイテク産業、古典文化と前衛芸術がみごとに解け合い、この街は
独特の輝きに満ちています。「ライプツィヒの自由」と呼ばれるこの街の息吹に触れれ
ば、世界に開かれたその雰囲気が感じられるはず。まずは壮麗な中心街からはじめま
しょう。約 1k㎡の中心街には、時を経て風格を得た市民の家々や歴史あるアーケード
街路、ゴシック様式、ルネッサンス様式、1870年代の起業ブーム特有の様式、近代
様式の建築物が建ち並び、千年におよぶ歴史を物語っています。

この街の特徴は、多彩かつ密度の濃い体験ができることです。それは世界中から
くる人々を魅了してやみません。目的がなんであれ、ライプツィヒでならきっとすぐ
に見つかります。音楽・演劇ファンにはたくさんの文化イベントあり、ショッピング
なら、最新のデパート、歴史あるアーケード街路や中庭のドイツ全国でも唯一無比
の連絡網、話題のブティックやちょっと覗いてみたくなるアンティークショップが所
狭しと並んでいます。美術館・博物館や画廊も枚挙にいとまがありません。ミシュ
ラン・レストランやバーが集まる飲食店街は、素晴らしい賑わいです。さらに、ポッ
プ、ロック、クラシックで世界に名だたる人々の公演や、カバレット、スポーツイベ
ント、美術展、あるいは見本市や屋外祝祭行事など、街のイベントカレンダーを見れ
ば、おすすめのハイライトがほぼ毎日あるのに驚くはず。また、格別の眺めというこ
とであれば、高さ 120mから中心街を超えて見晴らす壮大な景色がおすすめです。
ゲヴァントハウス隣にあるパノラマ・タワーのレストランは、視覚と味覚でお楽しみいた
だけます。ライプツィヒでなら、きっとお好みのものが見つかることでしょう。

どうぞご一緒に･･･
ライプツィヒ中心街の歩き方
ライプツィヒ・インフォメーション が出発点です。ここからマルクト広場へ
出ます。ここに、1556/57年に建てられた、ドイツで最も美しいルネッサン
ス様式の建築物の一つである旧市庁舎 5 が立っています。その南側にあっ
て目を引くのはケーニクス・ハウスの数階にわたる張り出し窓です。歴代の王
侯や皇帝はここを定宿としました。北側にはアルテ・ヴァーゲ (旧計量所 ) 4

があり、その右後方には新築された造形美術館 75 が立っています。マルク
ト広場に面した入り口から、現物市時代のものとして現存する唯一の通り抜

け式商館「バーテルス・
ホーフ」 13 に 入りま
す。今日ここにはレスト
ラン、多数の商店、そ
して劇場が入っていま
す。ここを通り抜ける
と、現存する世界最古
のカフェ・レストランの
一つであるカフェ兼博
物館「カフェ・バウム
（コーヒーの木）」 127 も
すぐ近くです。マルクト
広場に戻って、今度は旧
市庁舎の裏手にでると、
ここに旧交易会館 2 が
あります。現物市の時代

に商人達はここで契約書に署名をしました。ここから、ヨハン・ヴォルフガング・
フォン・ゲーテ像 39 のそばを通って、ライプツィヒで恐らく最も壮麗なアーケー
ド商店街であるメードラー・パサージェ 66 に行ってみましょう。このアーケー
ドは何よりもまず、ゲーテの大作『ファウスト』の一場面となった地下酒場アウ
アーバッハス・ケラー 11 があることで有名です。メードラー・パサージェを出
たらノイマルクト通りを通って市立商館 109 にも足をのばしてみましょう。

この世界最古の見本市館には一見の価値があります。マルクト広場へ戻る方向
に歩くと、遠くにトーマス教会 116 が見えてきます。ヨハン・セバスチャン・バッハ
は、このトーマス教会少年合唱団の合唱指揮者兼オルガン奏者を務めました。
バッハの墓は教会内にあり、その像はトーマス教会の裏庭に佇んでいます。こ
こからブルグ通りを歩くと新市庁舎 81 に至ります。この建物は、マルティン・
ルターが 1519 年に宗教論争を繰り広げたかつてのプライセンブルク (プライ
セン城 ) の基礎壁の上に建てられています。ここからは旧ドイツ帝国最高裁判
所もすぐ近くです。ここには今日ドイツ連邦行政裁判所 19 が入っています。今
度は中心街に戻って、アウグスト広場とライプツィヒ・ゲヴァントハウス 37 お
よび歌劇場 85 、さらにライプツィヒ大学の新キャンパス 118 を見ていきましょ
う。ここから東の方角にグラッシィ統合博物館 43 44 が見えます。ここでは工
芸、民族学、そして楽器について貴重な知識が得られます。こさらにニコライ
教会 82 へと向い、締めくくりはヨーロッパ最大の頭端式駅であるライプツィヒ
中央駅です。ここのプロムナード（ショッピングアーケード）91 も必見です。
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バレエ団やドライリンデン館で独自の舞台を展開している「ミュージカルコメディー」
も忘れてはなりません。独自のラジオ放送合唱団をもつ中部ドイツ放送（MDR）交
響楽団も、音楽の街ライプツィヒの名声を支えています。バッハ音楽祭、メンデルスゾー
ン音楽祭、ヴァーグナー音楽祭、「シューマン音楽祭」、「ア・カペラ」あるいはゴシック・
ウェーブ集会、ジャズ・フェスティバル、ユーロ・シーンからもわかるように、ライプ
ツィヒにとって音楽は無限の喜びであり、生きることそのものなのです。2012年にト

マーナ（トーマス教会、トー
マス教会少年合唱団、トー
マス学校 )創立800 周年、
2013年にはリヒャルト･
ヴァーグナー生誕 200周
年など、街の英雄的存在
である音楽家たちの記念
祭も行われます。どうぞ
今からご予定ください。

ライプツィヒの楽譜めぐり
アンダンテ、マノントロッポ - 歩く速さで速すぎず！2012年 5月12日から、標識
のついた 5kmの「楽譜めぐり」で、音楽の街ライプツィヒの歴史を体験できるよう
になります。数分毎に、世界にその名を馳せた作曲家・音楽家の住まいや活動の地
をご覧ください。

音楽にゆかりの場所
3 旧ニコライ学校 かつてライプニッツとワーグナーが通った学校、現在はカフェとイベント会場

12 バッハ・資料編纂所 博物館があり、調和のとれたイベント・プログラムを提供

21 中央劇場 シャウシュピール・ライプツィヒ劇団の本拠劇場、カロリーネ・ノイバーの仕事の伝統にその本質があります

27 旧ペータース音楽図書館この種のものとしては世界最初の公立専門図書館

37 ライプツィヒ・ゲヴァントハウス ゲヴァントハウス管弦楽団の本拠地

40 ゴーリス小宮殿 後期バロック様式建築物、小さな規模の文化イベント

42 出版地区 ライプツィヒ出版界のかつての中心地

44 グラッシィ楽器博物館 ライプツィヒ大学付属、この種のものとしては世界最大規模のコレクション

45 グリーク記念館 歴史的なペータース出版社屋内

52 音楽演劇大学 ドイツ最初の音楽学校

68  MDR クーブス 中部ドイツ放送（MDR）交響楽団と付属ラジオ放送合唱団のリハーサル会場

72 メンデルスゾーン・ハウス 世界唯一、博物館とイベント会場

音楽の街…かぎりなく素晴らしい調べ
音楽の伝統は、ライプツィヒの宝です。ヨハン・セバスチャン・バッハ、ローベルト・
シューマン、クララ・シューマン、リヒャルト・ヴァーグナー、フェリックス・メンデ
ルスゾーン・バルトルディ、エドヴァルト・グリーク、アルベルト・ロルツィンク、グス
タフ・マーラーそしてハンス・アイスラーなど、音楽史の銘々伝にはこの地で生活し
活躍した作曲家たちが名を連ねています。

もちろん名が残るだけでなく、彼らの作品はよく演奏され、ゲヴァントハウスだけ
でも年間 50万人もの音楽ファンが訪れます。ゲヴァントハウス管弦楽団の名声は、
メンデルスゾーンやアルトュール・二キシュ、クルト・マズーアをはじめとする歴代
の常任指揮者によって何世紀にも渡って築かれてきたものです。国際的に最高の
オーケストラのひとつとして、現在は世界的な指揮者リッカルド・シャイーを迎えて
います。また当管弦楽団は、歌劇場公演やトーマス教会少年合唱団によるバッハ
のカンタータでも共演します。世界に名だたるトーマス教会少年合唱団をバッハが
活躍したトーマス教会でお聴きください。教会内陣にはトーマス教会音楽監督で
あったバッハの墓が静かに置かれています。1212年創立のトーマス教会少年合唱
団はライプツィヒ最古の文化財と言えるでしょう。また、ライプツィヒにおける歌劇
の伝統はヨーロッパでもごく古く1693年に遡ります。歌劇のみならず、ライプツィヒ・

77 ミュージカルコメディー 主としてオペレッタとミュージカル上演

82 ニコライ教会 ライプツィヒ最古の教会、ドイツでも最大規模のコンサート・オルガンがある

85 ライプツィヒ歌劇場 オペラとバレエの公演が有名

87 パウリーヌム ライプツィヒ大学大講堂と大学礼拝堂聖パウリ – 大学の音楽の演奏場所

103 シューマン・ハウス かつてのローベルト／クララ・シューマン夫妻の住居、今日は博物館

110 旧音楽院の跡地 今日はドイツ最古の音楽大学

111 第一ゲヴァントハウスの跡地 今日は人文科学センター

112 クララ・ヴィーク生家の跡 生家「ハウス・ホーエ・リーリエ」は第二次世界大戦中に破壊

116 トーマス教会 J.S.バッハの墓があり、トーマス教会合唱団の公演場所

121 ヴァーグナー記念碑 マックス・クリンガーの原型による胸像、歌劇場裏のシュヴァーネン（白鳥）池の湖畔

ライプツィヒ楽譜めぐりルート
「ライプツィヒ楽譜めぐり」一周の所要時間は、約 1.5～2時間です（博物館見
学を除く）。

音楽の街
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今も生きる歴史
いくども歴史の舞台となったライプ
ツィヒには、その昔からナポレオン
をはじめ、ゲーテやシラー、ブロッ
クハウスやレクラム、ニーチェといっ
た著名人が訪れています。ゲーテの
劇作「ファウスト」の中で地下酒場と
して登場する「アウアーバッハス・ケ
ラー」、ライプツィヒ近郊で行われた
諸国民戦争、そしてニコライ教会は
きっとご存知のことでしょう。ライプ
ツィヒでは歴史と物語がとても身近に感じられます。注目したいのは、この街に
おける歴史的なできごとのきっかけが、しばしば「自由」を求める声であったと
いうことです。それを次にご紹介しましょう。

ライプツィヒの名を広めた自由への動き
1519年にマルティン・ルター、アンドレアス・カールシュタット、フィリップ・メ
ランヒトンは大学の招聘に応じ、プライセン城でカトリック側の神学者ヨハネス・

エックと論争を繰り広げました。これが世に
言う「ライプツィヒ宗教論争」であり、教皇と
ルター派の隔絶が明らかになった事件です。

1813 年にライプツィヒ近郊で起こった諸国民
戦争では、ナポレオンの支配下にあった諸国
が団結し、オーストリア、プロイセン、ロシア、
スウェーデンがともにナポレオン軍と戦いまし
た。それがナポレオンによる外国支配からの

解放戦争における大きな転機と
なりました。2013 年は、諸国
民戦争 200周年と諸国民戦争
記念碑建立 100 周年という
2重の記念年を祝う祝祭週間
が催されます。

月曜にはじまった新しい
時代
諸国民戦争から170 年以上が
経った 10月、ライプツィヒで
起きた平和蜂起で旧東ドイツの
崩壊が始まりました。1989 年
10月 9日月曜、ニコライ教会で
の平和の祈り集会を皮切りに、
7万の人々が言論・集会・旅行

の自由を求めて、ライプツィヒでデモ行進を行いました。そして「我々が国民で
ある！」「暴力反対！」のシュプレヒコールのもと、ドイツ最初の平和革命がライ
プツィヒで成功したのです。ドイツを変えたその日は現在、｢平和革命の日 ｣と
して街の記念日となっています。たくさんのイベントをご用意して、皆様のお越し
を心からお待ちしています。
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1989 年の平和革命に関する場所
7 ライプツィヒ市民運動資料館協会 研究所・文書保管所

36「ルンデ・エッケ」内の記念博物館 かつての東ドイツ国家公安局施設、常設展示「STASI

（東ドイツ国家公安局）－ 権力と実態」、マヒェルンにある旧東ドイツ国家公安局建物内の博物館へのバス旅行

83 ニコライ教会中庭とニコライ教会 今日なお、平和の祈りと対話の場

108 ライプツィヒ市歴史博物館 町の歴史の概覧

125 ライプツィヒ現代史フォーラム 1945年以降のドイツ史の展示

1813年の諸国民戦争ゆかりの情報
29 フォーラム 1813 ライプツィヒ近郊で行われた諸国民戦争に関する博物館
71「1813年諸国民戦争」記念博物館 騎兵戦争に関する展示、リーベルトヴォルヴィッツ

96 ロシア記念教会「聖アレクセイ」ロシア軍戦没者の追悼のために建立
117 デーリッツ門館 文化史的錫製像の展示

119 諸国民戦争記念碑 平和記念碑、ヨーロッパ最大の記念碑

歴史的できごととゆかりの場所
4 アルテ・ヴァーゲ 旧計量所、市参事会員の酒場

5 旧市庁舎 1556/57 年に2回の大市の間に設立、マルクト広場に隣接

11 アウアーバッハス・ケラー 伝統豊かなレストラン、ゲーテの作品「ファウスト」で有名

19 連邦行政裁判所 1888～95年に建造された旧帝国最高裁判所建物

25 ドイツ･クラインガルテン博物館 世界最初のシュレーバー菜園所有者協会の歴史的本拠地にある

32 ギャロップ競技場シャイベンホルツ 市最古のスポーツ競技場、1863 年開場

35 大教区シナゴーグ（ユダヤ教会堂）跡の記念の場所
39 ゲーテ記念碑 ヨハン・ヴォルフガング・ゲーテは1756 年～1768 年にライプツィヒ大学で学びました

65 ライプツィヒ・シナゴーグ（ユダヤ教会堂）ライプツィヒのユダヤ人の追放と殺害を想う
81 新市庁舎 プライセン城の城壁内跡地に建てられており、今日市行政当局の本拠

100 シラー・ハウス シラー「歓びの歌」創作の場所、今日博物館

106 ライプツィヒ・スポーツ博物館 コレクションと資料整備のセンター（常設展示なし）

歴史に残るできごと



見本市、知識、出会い
ライプツィヒといえば見本市です。今
日は春の書籍市や国際自動車見本
市、あるいは国際整形外科・リハビ
リテーション技術専門見本市が有名
ですが、はるか昔からライプツィヒ
は市（いち）が開かれることで知られ
てきました。1165年に市開設権を
取得し、1497年には皇帝から帝国市
開設権を授与されています。商業に
おける長い伝統は、かつての商館やアーケード街路の数々もさることながら、変化
に富み、国籍や民族を超えて世界に開かれた雰囲気からもうなずけます。1990年
のドイツ再統一後、見本市開催都市であったライプツィヒは、内容にフィットした
専門見本市をコンセプトに、新見本市会場で新たな挑戦を始めました。また、ライ
プツィヒは優れた国際会議の開催地として人気が高く、ライプツィヒ・コングレスセ
ンターや数多くの会議開催ホテルの成功はこれを物語っています。晩餐会やその他
の催しには個性豊かなイベント会場が数多くあります。一方、国際会議は学術機関
によって支えられているものです。ライプツィヒ大学は、1409年の創立でヨーロッ

パでもごく古い大学として知られます。ここでハ
イゼンベルクやオストヴァルトが教鞭をとり、ゲー
テ、ライプニッツ、レッシングが学びました。今
日ライプツィヒには 6大学に加え、マックス・プ
ランク研究所、フラウエンホーファー財団、メディ
アアカデミー、ライプツィヒ・バイオシティーや心
臓センターなど約 150の研究・医療機関が拠点
を構えています。

書籍の枠をはるかに超えて
何かと新しいものに関わりのあ
るライプツィヒ。世界初の日刊
新聞は 1650 年にライプツィヒ
で発行されました。この街と書
籍との関わりはじつに深いもの
です。ドイツ広場にあるドイツ
国立図書館は、ドイツの中央
資料館であるとともに書誌学の
中心となっています。ここの書
籍・活字博物館、音楽資料館や
亡命文学コレクション (1933 ｰ
1945 年 ) はぜひ一度ご覧くだ
さい。

昔も今もライプツィヒの出版・メディア産業は活気にあふれています。それはラ
イプツィヒが書籍とともに作家をも育んでいるからかもしれません。ライプツィヒ
文学研究所は、作家に大学での技術養成を提供するドイツ語圏唯一の機関です。
そしてライプツィヒを読んで知るだけでなく住んで楽しみたい街にしているのは、
3万 5000人を超える学生たちであり、彼らは毎日毎晩驚くほど斬新なアイデア
をもたらしてくれます。
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見本市、成功する会議と華やかな催事
2 旧交易会館 傑出したバロック建築物、今日はイベント会場

23 ダ・カーポ 旧産業ホール、オールドタイマー博物館

28 ライプツィヒ／ハレ空港 中部ドイツの航空拠点

38 グロバーナ・トレード・センター イベント会場、中部ドイツのファッションセンターの拠点

64 ライプツィガー・メッセ（新見本市会場）ライプツィヒ北部にある堂々たる新建築物
ライプツィヒ・コングレスセンター 高度な技術を備えた最新の会議センター

69 中部ドイツ放送局（MDR）ライプツィヒ・メディアシティー 旧畜殺場跡の敷地

70 マスメディア・キャンパス、ヴィラ・イーダ 調和した建築物、メディア技術養成センター

90 ポルシェのライプツィヒ工場 情感の世界、イベント、ドライビング・イベント、工場見学

92 ライプツィヒ市の市庁舎地下レストラン 特別な室内環境で会議を開催

109 市立商館 世界最初の見本市用商館

120 フォルクスパラスト（国民宮殿）旧メッセ会場の敷地にある最古の見本市ホール

科学･学術
15 大学図書館アルベルティーナ 修復された格調高い大学図書館

16 バイオシティー・ライプツィヒ 模範的な生物工学・生物臨床医学センター

17 ライプツィヒ BMW 工場 工場見学

24 ドイツ書籍活字博物館 国立ドイツ図書館付属

30 フラウエンホーファー財団 応用研究のためのヨーロッパの大手機関

47 ライプツィヒ商科大学 ヨーロッパ有数のビジネス・スクール

48 本の館 多くの出版社の本拠地、イベント会場

49 ヘルムホルツ環境研究センター ドイツ最大の学術機関

53 技術・経済・文化大学 長い伝統を持つ教育機関

76 印刷工芸博物館 手で触り体験できるユニークな印刷工場

107 市立図書館 修復工事は2012年ないまでかかる。その間は市立商館に仮設

118 ライプツィヒ大学 レッシングやゲーテ等が学んだドイツで2番目に古い大学

見本市と国際会議



思いきり楽しもう！
やるべきことは数知れず、退屈とは無縁なのがライプツィヒです。心を惹きつけるもの
は、街のあちらこちらにあるはず。アーケード街路やデパートで、あるいは目抜き通り
に立ち並ぶ小さなブティックで、きっと気に入ったものにめぐり会えることでしょう。
有名なメードラー･パッサージェをはじめとする 30を超すアーケード街路や商館、中
心街の歩行者天国からライプツィヒ中央駅のショッピングセンター「プロムナード」に
いたるまで、ショッピングにも食べるにも一息入れるにも、ロケーションは最適です。
青物市やがらくた市もぜひ見ておきたいもののひとつ。毎年恒例の大型アトラクション
としてはクリスマス市があげられます。

新しい流派をなす芸術家
ライプツィヒ発の芸術は世界で注目されています。「ライプツィヒ派」という言葉も今
や多くの言語で固有名詞となりました。それに多大な影響を与えたのが、印刷 ･製本
大学です。1960年代以降この大学でベルンハルト・ハイズィッヒ、ヴォルフガング・マッ
トホイアー、ヴェルナー・テュプケが、今日なお光彩を放つ比喩的言葉を創り出しまし
た。現在はネオ・ラウホ、ティロ・バウムゲルテル、ティム・アイテル，マティアス・ヴァ
イシャーあるいはローザ・ロイが世界的な喝采を博しています。こういった芸術はどこ
で生まれているのでしょう。ライプツィヒ・シュピネライ（旧紡績工場）には 100以上

のアトリエや画廊があります。造形美術館ではライプツィヒ派の作品と並んで、マックス・
ベックマン、カスパー・ダヴィッド・フリードリッヒ、ルーカス・クラナッハ、ペーター・
パウル・ルーベンス、マックス・クリンガーなどの作品も公開されています。また、改
装の終わったグラッシィ統合博物館にある、工芸博物館・楽器博物館・民俗学博物館
の 3つは国際的に高い評価を誇るものです。

食は「ライプツィヒ風温野菜盛
り合わせ」のみにあらず
ライプツィヒは、昔からお客を温かく
もてなすことで知られています。現物
市・見本市に訪れた外来の商人や学
生達は、世代を超えてこの街の飲食
店に一目置いてきました。ゲーテも、
劇作『ファウスト』で、地下酒場「ア
ウアーバッハス・ケラー」の名を歴史
に刻みました。現存する唯一の通り

抜け式商館「バーテルス・ホーフ」あるいは現存する世界最古のコーヒー店のひと
つ「カフェ・バウム（コーヒーの木）」で、ルネッサンス様式の雰囲気にひたり、
夢のような時間をお過ごしください。グルメレストランやバーにはじまって、ザク

ライプツィヒの芸術・美術
9 ライプツィヒ・アシシ・パノメーター 世界最大の360°パノラマ絵画 (100×30m)、

展示内容が変わります
31 現代芸術ギャラリー 1945年以降の芸術のための美術館

43 グラッシィ工芸博物館とグラッシィ民俗学博物館
51 印刷･製本術大学 ドイツ最古の美術大学の一つ

62 ライプツィヒ･シュパーカッセ銀行美術館「ライプツィヒ派」の作品の最も重要なコレクション
75 ライプツィヒ造形美術館 ドイツ最大の民間の美術コレクション

104 シュピネライ（旧紡績工場）今日は画家や画商、多くの画廊の中心
114 壁紙ギャラリー 芸術的に新発見のある分野

心ゆくまでお買い物をお楽しみください
46 ハイン通りバーテルス・ホーフ、ヴェーバース・ホーフ 84 ニコライ通りシュトローザック、シュペックス・ホーフ

66 メードラー・パサージェ アウアーバッハス・ケラー がある 88 ペータース通りとペータースボーゲン
67 マルクト広場 ショッピングモールと職人通りのある広場 91 中央駅のプロムナード

独特の魅力と長い伝統を誇る飲食店
11 アウアーバッハス・ケラー 世界有数のレストラン

13 バーテルス・ホーフ ライプツィヒ現物市時代のものとして現存する最古の通り抜け式商館

34 レストラン兼ゴーゼビール醸造所「バイエリッシャー・バーンホフ」世界最古の頭端式駅内にある
41 ゴーゼ酒場「オーネ・ベデンケン（ためらい無し）」歴史的場所に現存する唯一のゴーゼ酒場
86 パノラマ・タワー 地上120mの高さにありライプツィヒの眺めが素晴らしい

101 シュレーバー・レストラン兼ビアガーデンドイツ最古のクライガルテン区画内にある
127 カフェ･バウム (ツム･アラービッシェン･コフェ･バウム) 博物館兼現存する世界最古のカフェ・レストランのひとつ
ナイトライフ
20 カジノ・ペータースボーゲン 公認カジノ

54 カバレットアカデミキサー
55 カバレットライプツィヒのブレトル
56 カバレットライプツィヒ・ペファーミューレ

57 カバレット劇場ライプツィヒ・フンツェル
58 カバレット劇場 ザンフトヴート
61 クリスタルパラスト・バリエテ ショー

63 ライプツッヒ中央カバレット

4443
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文化とレジャー



セン地方郷土料理から各国料理、鄙びたあるいはモダンな料理にいたるまで、「食」
ならライプツィヒで叶わないものはありません。また、どの地区でも本格的な家
庭料理が食べられて夏には屋外テーブルを出す評判の居酒屋・小料理屋がありま
す。一方、ライプツィヒ名物は必ずお楽しみいただきたいものです。ライプツィヒ
の元祖ゴーゼビールも名物のひとつ。この上面発酵のビールは、消滅の危機に瀕
していたものをライプツィヒの外食業界がめざとく再発見しました。アラーシュ
（カラム入りリキュール）やレアヒェ（焼き菓子）、ライプツィヒ風温野菜盛り合わせ、
バッハ・プファイフェン（チョコ菓子）、ライプツィガー・レプヒェン（デザート）など、
ぜひお試しください。

ナイトライフ
ナイトライフを楽しむ方ならライプツィヒに夢中になることでしょう。劇場、コン
サートホール、カバレット、ヴァリエテ、カジノとともに、自主活動の劇団の舞台
も数多く、素晴らしいプログラムを提供しています。あまたのクラブ、バー、酒場
のひとつに立ち寄れば、ライプツィヒが深夜まで活気に溢れていることがおわか
りいただけるはず。この街に法定閉店時間はありません。ライプツィヒ動物園は
ヨーロッパ有数の美しさで知られています。熱帯体験ワールド「ゴンドバーナラン
ド」では 16,000平方メートルを超す敷地にて、アフリカ・アジア・南アメリカの３
大陸の動物の世界をお楽しみいただけます。ライプツィヒの面積の三分の一は森
林、公園、庭園でおおわれています。その中心となるアウエンヴァルト（川沿いの
森林）は帯状に街を横断し、ハイキングやサイクリングに最適です。市内のオアシ

スとしてクララ・ツェトキン公園やヨハ
ンナ公園があり、カール・ハイネ運河や
白エルスター川でのボート遊覧ツアーで
は、丁寧に修復された19世紀の産業施
設がご覧いただけます。

もっとたくさん見てみたいなら
ぜひノイゼーンラントへお出かけくださ

い。かつての露天掘り炭鉱を生かして造られた湖沼地は、ウォータースポーツや水
遊びに素晴らしい環境となっています。市の南部にあるこの地へ向かうなら、途中
で世界最大のパノラマ絵画が展示されているアシシ・パノメーターにも寄りましょ
う。コスプーデン湖やマーククレーベルク湖に着けば、長い砂浜で休暇ムードが
盛り上がるはず。東ドイツ最大のレジャーパークであるベランティスの巨大ジェット
コースター「HURACAN」がそびえているのも目に入ります。北部近郊では、滔々
と水をたたえるヴェルベリン湖とシュラディツ湖にお出かけください。数年後には、
枝分かれした運河で 23の湖がつながって総水面積 175 km2となり、ライプツィ
ヒ近郊は巨大な湖沼地帯となります。デューベン荒地、コルディッツ、ルターの街ヴィッ
テンベルク、マイセン、そしてヴェルリッツ公園も人々を惹きつけてやみません。そ
の昔ザクセン国の宮廷都市であったトルガウやドレスデン、ハレ、ワイマールも訪
ねてみましょう。ライプツィヒは、こうした発見の旅の足場としても、じつに理想
的です。

73 モーリッツバスタイ 文化
活動の中枢

78 ナハトカフェディスコ

22 クララ・ツェトキン公園、ヨハンナ公園 中心街の近くにある緑のオアシス
93 レッド・ブル・アレーナ 4万5船員収容の近代的サッカー競技場
95 ローゼンタール アウエンヴァルトの一部。ハイキングコースが枝状に広がり、視覚障害者用の公園がある
123 野生動物公園 アウエンヴァルト(川沿いの森林）の中にあり、人と動物に優しい田園の雰囲気
124 渓流カヌー公園 マーククレーベルク湖畔
126 ライプツィヒ動物園 ヨーロッパで最も美しい動物園のひとつ

ライプツィヒ周辺の行楽地
A デッサウ 20世紀の建築・デザインの礎を築いたバウハウス
B デッサウ／ヴェルリッツ公園 エルベ中流のユネスコ生物圏保護区
C ライプツィヒ新湖沼地帯 再開発された自然と融合する美しい湖沼地とビオトープ
D ルターの町ヴィッテンベルクドイツにおける宗教改革運動の発祥の地
E コルディッツ城 第二次世界大戦中は有名な連合軍捕虜収容所
F 古城の谷 ツヴィッカウ・ムルデ川／フライベルク・ムルデ川沿いには多くの城塞・城館がある
G ワイン用ブドウ栽培地ザーレ・ウンストルート ヨーロッパ最北のブドウ栽培地のひとつ

79 naTo 文化とコミュニケーション
ライプツィヒの飲食店街
26 ドラレヴァッチュ バーフスゲッスヒェン(裸足小路)を囲む賑やかな飲食店街

74 ミュンツガッセ 小さな酒場通り

99 劇場地区 ゴットシェット通り界隈の飲食・娯楽街

113 ズートマイレ (サウスマイル)カール・リープクネヒト通りに沿って文化パブや溜まり場の居酒屋が軒を連ねる
ライプツィヒのエクスカーション先

8 アリーナ・ライプツィヒ 全国的／国際的なスポーツ及びに文化イベントの開催場所

10 アウエンヴァルト（川沿いの森林）動植物が豊富で景観が素晴らしく、自転車道／乗馬道／水路、アウエンゼー（アウエン湖)には遊覧鉄道がある
14 ライプツィヒ・べランティス・レジャーパーク 家族全員が楽しめる

18 ライプツィヒ大学植物園 この分野でドイツ最古

94 レヴュー劇場
｢アム・パルメンガルテン｣

98 シャウビューネ・リンデンフェルス 溜まり場

105 スピッツ クラブ

122 ヴェルク II 文化工房
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新見本市会場

ライプツィヒ概観*
– 3泊朝食付き
ライプツィヒ市内の提携ホテルにて

– 観光局主催の市内巡りツアーに参加
– 夕食1回 (3品コース料理、飲み物を除く)   
中心街のレストランにて

–「ライプツィヒ諸国民戦争」記念碑見学
– FORUM 1813見学
– 市内観光ガイド書「ライプツッヒの1日」(1部屋につき1冊)

問合せと予約:ライプツィヒ観光局 Leipzig Tourismus und Marketing GmbH
電話: +49 (0)341 7104-275 · E-メール: incoming@ltm-leipzig.de
この商品が満員となってご提供できないこともありうることを予め御了承ください。申込締め切りはご到着日の
4週間前です。直前のご予約も個々に対応いたします。*

情報・サービス・予約
ライプツィヒ観光局／インフォメーションのハイクオリティ・サービス：

情報資料、市街マップ、アドヴァイス、耳寄り情報、
ライプツィヒのスーベニア、パッケージ旅行プラン、
市内散策と市内観光バス、ライプツィヒカード
（1日有効券8.90ユーロ／3日有効券18.50ユーロ／
3日有効グループ券34.00ユーロ）
連絡先:ライプツィヒ観光局 Leipzig Tourismus und Marketing GmbH · 
ツーリスト･インフォメーション Tourist-Information 
電話: +49 (0)341 7104-260 · E-メール: info@ltm-leipzig.de · 
ホームページ:  www.leipzig.de · www.leipzig.travel

2011年12月6日現在有効。価格を含む変更の可能性があります。価格変更後は、古いライプツィヒカードの有効期間は3ヶ月間です。

Leipzig Tourismus
und Marketing GmbH

ニコライ教会バッハ記念碑

169お1人様

ツインで

ユーロ
から

シングル追加
料金は 52.50ユーロから

今すぐご予約
ください！

電話: +49 (0)341 7104-255宿泊先紹介





Prehistoric -
yet unbelievably 
close.

Prehistoric -
yet unbelievably 
close.

On nature’s trail.
www.zoo-leipzig.deAnd what are you going to explore? 

Primeval times brought back to life in Gondwanaland! Discover a fascinating 
tropical rain forest with 540 animal and plant species – and numerous ways 
to see them all.

GONDWANALAND

Off to the tropics!

電話：+49 (0)341 678-0  •  www.leipziger-messe.de

2012年の展示会と特別イベント
2012年1月19日～22日 パートナー・フェアド　Partner Pferd
 (パートナーとしての馬 ) ショー・エクスポ・スポーツ
  ローレックス FEI ワールドカップ TM ファイナル 

ジャンピング• FEI ワールドカップ TM ファイナルドレ
サージュ• FEI ワールドカップ TM ファイナルドライ 
ビング• 曲馬 • 展覧会 • ウェルネスグリューナー馬術
の夕べ • シュパーカッセ競技会

 www.partner-pferd.de

2012年 2月11日～19日  HAUS-GARTEN-FREIZEIT (ホーム・庭・余暇 )
  家族で楽しめるエンドユーザー向き展示会   

www.haus-garten-freizeit.de

2012年 2月16日～19日  ビーチ & ボート
 ライプツィヒ水中・水上スポーツ見本市
 www.beach-and-boat.de

2012年 3月15日～18日 ライプツィヒ書籍見本市
 www.leipziger-buchmesse.de

2012年 6月 2日～ 10日 AMITEC・ライプツィヒ国際自動車展 
 www.ami-leipzig.de
2012年 6月 2日～ 6日 AMITEC
 部品・整備工場・サービス専門見本市 
 www.amitec-leipzig.de
 AMICOM
  車内の娯楽・コミュニケーション・ナビゲーション 

技術業界見本市 
 www.amicom-leipzig.de

2012年 10月 5日～7日 模型・ホビー・ゲーム展  modell-hobby-spiel
  模型製作・鉄道模型・独創的デザイン・ゲーム・ 

玩具見本市
 www.modell-hobby-spiel.de

2012年 11月 21日～ 25日 ツーリスティック& キャラヴァニング・ 
 インターナショナル・ライプツッヒ*
 www.touristikundcaravaning.de

以上は催し物の一部で、予定は変更されることがあります。
*招待イベント



JUGENDSTIL BIS GEGENWART
FROM ART NOUVEAU TO THE PRESENT DAY
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NEU ERÖFFNET/REOPENED

Ständige Ausstellung 
Permanent Exhibition 
Teil III / Part III

Johannisplatz 5–11 · 04103 Leipzig · 0341  22 29 100 · www.grassimuseum.de

WWW.BACHMUSEUMLEIPZIG.DE

FOLLOWING BACH‘S 
FOOTSTEPS...
DIVE INTO BAROQUE LEIPZIG! 
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